


















































































































































































岩屋口岩屋山洞窟 縄文～古墳　　　　藻浦岬 古墳　　　　　　谷地3号墳 古墳　　　　　　宮の浦古墳 古墳
禿の高 縄文～平安　　　北片辺城 中世　　　　　　岩塚古墳 古墳　　　　　　稲鯨古墳 古墳
大倉城 中世　　　　　松島川 縄文　　　　　　岩塚2号古墳 古墳　　　　　　稲鯨城本丸 中世
小僧の川 古墳　　　　　　安寿塚 中世　　　　　　大浦城 中世　　　　　　貝の平 平安
小田南 古墳　　　　　　大塚 縄文　　　　　　石地河内 奈良　　　　　　須行笠 平安
小田城 中世　　　　　　戸地中尾 縄文　　　　　　大浦鉱山 江戸　　　　　　台ヶ鼻古墳 古墳
小野見鉱山 江戸　　　　　　大野 縄文　　　　　　浜端洞穴 弥生・古墳　　　二見製塩遺跡群 奈良・平安
入川鉱山 江戸　　　　　　中道 縄文　　　　　　夫婦岩洞穴 弥生・古墳　　　二見鉱山跡 江戸
立島鉱山 江戸　　　　　鎌倉どん 中世　　　　　　苗代の腰 奈良　　　　　　高瀬穴窯 奈良
北河内熊野内 古墳　　　　　　嘉右工門畑 縄文　　　　　　伝助畑 平安
北河内城 中世　　　　　佐渡金山 江戸　　　　　　塔の上 古墳～平安






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 金銀吹分所 ⑥ 南御役所
② 吹所 ⑦ 教諭所
③ 小判所 ⑧ 時鐘

























































































































































































































文　’　　　　　＝」　 ＜　」　　　　　　、　　　　『　ヴ　ぢシ　　　　　コ　　　　　　　　に　　　　　　　な　　　ぷコど　　　 ドノ @　　　ロ　　　　し　 ビ　　　 　 ノコ　る　　　　　　ほ　・　　ト『k×“：・　‘・　へ　亀1・卜、論誌誉響灘識髪を老1
・’ﾇ．・び・・を1禰・・．一繧・・、・一、隅・1
　・．ミと藁民鷲謙藻難1芸愁・ぴ繍撫
　　　　　　　、灘二薫・纏一§
　　　　　　　　擬翫二”獅訟欝
　　　　　　　　　　　　　摘
…一　融・怒。、、＞11縫‘隣・∫
織麟撫．馴縣1燕当．膓・誌」ぶ違譲鰯嚥瀞霧§麟編
弁天．㌧， @　、
、r
磯繋響無認鶯寸鷺総琴；麟蓑融1、
・讐』 ??高P藻竃鑑1：i・‖、、，
　。嫌ざ
≧穫駕
・Nﾗ　’”・
㎞難
・骸嘱．《’
簿i・・7・蔦蹴・瀦藁1・灘鎌・
膓殼’
謀い巳漠治識1 ．1。．．・
ﾖ・総，叢、・毒．・・
　’．lc∫〆○，㌃・、
　ヘドぽ　　　ぬ　　　　 ヘム　　　　　ペ　　　ぐ　
　ぷ1“
・・ ?Oh・°A令’E、
　　　　　　　　　　　、
輻　必
‘’
・奈　　．
／
・‘“’1、…縁・〔転’㌧・・漢一，．蒋　⇔・・
鴛、．
“㌔
飯り
姻　り平
イ
40
　r
．uへ、・稀宕’．》愉一、〕有z’
　　　‘．己゜1二」
　　コ　　　　 たメノ曙r一へ～1㌧＝滅也＿
　　　　　’　命漂紘
　　粂・
　　　　1ふヘニソ　　　　 　　 　　　ゆ　
　　　　i警け‖
　謡芸　・　　　 カンカラ
．鷲
　　　り齢
、♂ @構‘櫟冑肪
ムジナジリ
，懲i鐵口鱗薇ぶ麟、｛、・
／’犠ぷ議゜・晶：、羅（鞭懸・∠・烈
へ㌧・一＿L．
乙一ゴ・4g／
10
穆言こ・≧ミ三一フ芦∫芒屍垂禄
　　　　　　　じ　ミしおり磯叢繋ミ・鱗・篠諜響亘1凝藷翻簗・．瓢鱗
11
12
ドー“qバ㌢一ぷ㌧已Wζ1了z．ジ・
　　　　’∴’c弓　～
繭、候‘．．畑岬ぺ　　　、＾
鷲藪・・蕊添・謡　 14
13
ニん　　　　
沓平
賀内が平
辰巳が平
荒磯山丁場
重吉山
八兵衛山
バ・kご・c℃齢弊べい、司・・、…」仁
　　　　　　第7図　小泊・椿尾石材産地分布図（藤井三好　1998をもとに作図）
　　　　　　　　　　　～29～
櫟・ｵ・＿二き遮，賠労※辮轍礁癩
，，襲蘭
‘1．一F、㌔・
　　アミ　
妻・人
．湿剛
が‘
欝鰭
、．
’避

2．石造物の生産と流通
2．石造物の生産と流通
　いつ頃から作られたか
　佐渡の石仏がいつ頃、どうして作られるようになっていったか。それを物語るのに二つの口碑が伝わっ
ている。
　その一つは、佐渡の石工の起源は新羅王が伝来したということ。
　その二は、平家の落人、弥兵衛宗清の末喬が、故あって当国へ来て始めた。
　というものである。
　上のうち、その一は何の根拠もなさそうである。その二は、小泊の石屋の起原伝説であって、平氏の重
盛の子、宗清は、平家の没落ののち、三河国岡崎に隠れ、また伊賀上野にも居り、その子の権三郎は佐渡
の小泊の海岸から上がり、下河内に居てそののちに現在の屋敷へ引き移って石細工に妙を得た（「西三河
村志」）としている。三河国岡崎は石屋の産地である。小泊は岡崎の姓が多い。これらのことは、小泊の
石屋の起原をひもどく一つの鍵であるようにも思える。
　右の口碑のほか、記録にあらわれるのは、『佐渡相川志』、『佐渡年代記』などがあげられる。
　『佐渡相川志』巻三の「石工（いしきり）」に、
　慶長年中二越中ヨリ五郎兵衛ト伝フ石工来リテ此業ヲ勤ム。陣屋或ハ味方孫太夫屋敷木原正順等ガ石垣
ヲ築ク。其外諸方ノ石細工ヲナセシヨリ弟子多ク付キテ次第二広ガルトゾ今ニー町此業ヲ勤ム。石切町下
相川ニアリ。とあり、
　『佐渡年代記』巻之六、天和三壬戌年（一六八二）の項には、
　一、八月十六日下相川村石屋作兵衛又右衛門杯云者共勝場入用ノ磨下丁場出入訴出ルニ付取糺ス所慶長
年中銀山立始リノ岡播州見影ヨリ石切四兵衛源右衛門ト言者来リ見影ヨリ石ヲ廻シ磨石二用ヒ亦越後国山
ノ下黒岩歌村ヨリモ取寄セシガ…　　。としている。
　この二つの記録は、相川の石切町の起こりを記したもので、慶長年中、相川金銀山が立ち始まると、越
中から、「五郎兵衛」が、播州見影からは「石切四兵衛源右衛門」が来たことを示している。ただここで
注意したいことは、右の『佐渡年代記』にみえる記録の中には数名の石工の名が出てくるが、その中で、
同じ下相川の石切町のことであるのに、『佐渡相川志』の「五郎兵衛」の名はどこにも出てこない。これ
はなぜなのであろうか。
　次に島内にみられる石仏等の資料から、その古さをさぐってみよう。確かに江戸時代以前と思われるも
のはいくつかみられる。例えば、
　小木町宿根木岩屋磨崖仏
　相川町橘杉島聖観音磨崖仏
　相川下相川富崎不動磨崖仏
　などで、宿根木の磨崖仏は藤原後期説や室町初期説のあるところだし、杉島聖観音磨崖仏は藤原初期説
など、富崎不動磨崖仏は桃山期説などである。また慶長年代の石塔などとしては、小木町蓮華峰寺にある
大五輪塔と鳥居があり、相川町大安寺には同じく河村彦左衛門の大五輪塔や、大久保石見守長安の逆修塔
などがある。このうち蓮華峰寺の五輪塔、大安寺の五輪塔には、小泊村（または「木泊村」）の名が数名
刻まれている。このことは、小泊村および、その付近にはあきらかに、慶長年代には石工がいたことをあ
らわしている。
　恐らく、上代から中世にかけては、大体は島外からの修業僧や普教僧などによって海岸などに磨崖仏や
その他の石仏がきざまれた場合が多かったであろう。一方中世も終わり頃から、小泊などで、そろそろ石
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工たちが定着していった。佐渡の古い寺院や村落などにはその当時の石仏や石塔などがみられるが、それ
らは小泊あたりの石工たちによって製作されたのであろう。徳川期に入ると、一方では相川金銀山の開発
と平行して、相川に主として金銀山で必要とした石臼などや石塔などがきざまれる石工の町が作られてい
った。
　どこで製作されたか
　佐渡の石仏の産地はどこかという問題である。それは前項で記した、いつ頃から作られるようになった
か、ということも関連することである。
　普通、佐渡の石仏の産地としてあげられるのは「小泊」（佐渡市小泊）と「椿尾」（佐渡市椿尾）である。
そのことは、『佐渡四民風俗』と『佐渡志』にすでに当時（江戸時代）のことが記されている。
　『佐渡四民風俗』の上巻には、
　一、小泊村、椿尾村は耕作の外石臼、石仏の類を多くきり出して渡世の便に仕り候…　　。
とあり、『佐渡志』巻之四「諸物」には、
　　　　…小泊椿尾両村の石工は国用の余り近国に及び殊に石仏を作ることに巧にして北陸七州と羽州の
　　　　海浜村里迄も彼像至らざる所無し…　　。
としている。これによると、相当に輪出もしていたことが知られる。
　右のうち小泊においては、前項でもみたとおりであるが、椿尾はどうであろうか。
　「椿尾」は「小泊」の隣村あるが、いつ頃から石仏などを作るようになったかはわからない。恐らく、小泊
よりは古くはないであろう。そこで問題となるのは、やはり、前記した『佐渡相川志』の「五郎兵衛」で、
椿尾の名工である「五兵衛」の本名は「五郎兵衛」といい、その両者に何か連なりがあるのであろうか。
　小泊や椿尾に石工が居住を定めたのは第一に、まずそこに石材に適した石山があることであった。小泊
には、「大沢」「なつわたり沢」「地蔵沢」などの石山があり、　「おうちょう場」がある。それらの石山
の石質は大体角閃安山岩であって、白っぼくなく比較的落ち着いた石感をもっている。この石はまた普通
に「ごま石」とも言っている。なお、小泊では石仏にきる石は、石山によって違い、「地蔵沢」の石を石
仏に用いた。椿尾では「おうちょう場」の石を石仏にも石材にも用いたという。また石仏石を呼ぶ場合に、
小泊、椿尾の石工たちは「シャク」（細工石）と呼んだといい、このことからも『佐渡相川志』の「五郎
兵衛」の「諸方ノ石細工ヲナセシ」という「石細工」の内容がうかがえる。
　一方「下相川村石切町」（佐渡市下相川）は、慶長年間に立ち始まっていたことが知れたが、石仏の類
はあまり作らなかったようである。いま、その石山についてみると、当初は石材を輸入していたが、南沢、
へっつり山、ニッ岩、春日崎などの石が使用された。また片辺、戸中などからも運んでいた。それらは大
体、石臼、墓石、土台石などに用いられていた。
　以上のとおり島内の石屋は、小泊、椿尾、下相川が、最も多かった。［計良勝範1968］
　そして、小泊、椿尾の石工は石仏、狛犬、墓石など信仰関連の細かい加工を施したものや、粉挽臼を主
に生産し、佐渡島外へも移出していた。
　下相川の石工は、間知石、土台石、餅つき臼などの建築部材・生活用品あるいは、鉱山臼を主に生産し
た。下相川の石工達が製作した品物は、主に相川で使用された。
　江戸時代の中ごろになると、小泊の石工が国中平野に進出していき、石工の工場や石切丁場が広がって
ゆく。［北村　他1986］
　天保年間の記録と思われる「年中入用覚張」（羽茂町上山田、中川勇雄氏蔵、中川善兵衛が佐渡一国一
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揆をやるときの資料としたものといわれる）に、
　小泊村石工鑑札拾七枚
　下相川村石大工拾弐人
　山田村石工四人
　徳和村石工四人
　村山村石工役四貫文
　などとみえる。右の他、一人、二人位ずつ全島二十ニカ村に石工が記されている。（この文書では、椿
尾村の石工が記されていない。）［計良勝範1968］
　これらの小規模な石材産地や石工達は、近隣の集落の需要を満たしていた。
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